
鹿骨授業スタンダード推進指導案（保健体育科）  

 

１．指導者   兵頭 一昌 

２．会場  ２年４組教室 

３．指導学級  ５校時 ２年４組（計３１名） 

４．単元名  健康な生活と疾病の予防 

５．単元の重点とする目標 

・健康な生活と生活習慣の予防について理解することができるようする。 

・生活習慣病などの予防について、自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的 

に取り組もうとする。 

６．単元指導評価計画（３時間扱い） 

○知知識・技能 ○思思考・判断・表現 ○主主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 

学習目標 学習活動 

評価規準

との関連 評価規準(評価方法) 具体的な生徒の姿 

知 思 主 

１ 生活習慣病の起こり

方について理解しよ

う。 

望ましい生活習慣を

考え、生活習慣が健康

に及ぼす影響を理解

する。 
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○知望ましい生活行動を若い年代から続けることに

よって、生活習慣病のリスクが下がることについて

理解できる。（ワークシート・観察） 

○主課題の解決に向けて主体的に取り組もうとして

いる。（観察） 

自分の日常生活を見直そうとし

ている。改善点をグループで意

見交換をしている。 

２ 

本

時 

生活習慣病を予防す

るために適切な生活

習慣を考えよう。 

自他の生活を振り返

り、生活習慣病の要因

を見つけ、健康を保持

増進する方法を考え

ワークシートにまと

める。 

○思健康を保持増進する方法を考え、根拠をもって

伝え合うことができる。（ワークシート・観察） 

 

望ましい生活習慣を考え、身に

付けることの必要性を筋道を立

てて考えている。 

３ がんについて理解し、

予防法について考え

自他の健康に生かそ

う。 

がんのパンフレット

を活用し、要因と予防

法を理解する。 

望ましい生活習慣に

ついて話し合い、自他

の生活目標を作成す

る。 

○思がんの要因や予防法を理解し、整理することが

できる。（ワークシート） 

○主適切な生活習慣を考え、他者に伝えようとして

いる。（観察） 

 

がんの要因と予防法について考

え、適切な生活習慣を身につけ

る必要性をより深める。 


